
～菊池事件（ハンセン病差別に貫か
れた冤罪事件）から考える～

ハンセン病訴訟勝訴２２周年

記念シンポジウム

上映会

シンポジウム

9/24(日)～26(火)15：00～17：10

問合せ
主催：ハンセン病問題ふるさとネットワーク富山

9/26
(火)

2023
今こそ考えようハンセン病問題

開会 18：00～閉会 20：20

会場
オーバード・ホール　ハイビジョンシアター

富山市牛島町9-28（富山駅北すぐ）
※専用駐車場はありません。近隣の有料駐車場か、公共交通機関を利用ください。

映画『新・あつい壁』上映

上映は１日１回、計３回です。お好きな期日にご来場ください。

9/26(火)18：00～20：20

国宗 直子 氏（菊池事件再審請求弁護団）

 宮里 新一 氏 (ハンセン病国賠訴訟原告・
 シンガーソングライター)

くにむね　なおこ

みやざと　しんいち

参加費 上映会：無料

事務局：真宗大谷派　富山教務所
　富山市総曲輪2-8-29　℡076-421-9770

シンポジウム：500円



ハンセン病訴訟勝訴２２周年記念シンポジウム趣意書 

 

私たちハンセン病問題ふるさとネットワーク富山では、2001 年 5 月に熊本地裁での「ら

い予防法違憲国家賠償請求訴訟」勝訴判決を心に刻むため、毎年、記念のシンポジウムを

開催してきました。今回は、 

今こそ考えようハンセン病問題 

～菊池事件（ハンセン病差別に貫かれた冤罪事件）から考える～ 

というテーマのもと映画『 新『 あつい壁』上映と、国宗
くにむね

『 直子
な お こ

さん『 菊池事件再審請求弁護

団） 宮里
みやざと

『『 新一
しんいち

『さん ハンセン病国賠訴訟原告 シンガーソングライター）ご夫妻をお招

きして、シンポジウムを開催いたします。 

 

映画 新 あつい壁』は、究極の人権侵害事件 菊池事件を描いています。 

政府の「らい患者隔離 撲滅」政策によって、ハンセン病患者への偏見 差別は国民に浸

透し、全国で患者あぶり出しが強行されました。戦後、この病は新しい薬の出現ですでに

治る病となっていましたが、この政策は続けられ、今に至るハンセン病への偏見 差別の

感情がいきわたってしまいました。この中で菊池事件が起こりました。 

 

菊池事件とは、1951 年、あるハンセン病患者とされた Fさんが、殺人事件の犯人として

証拠不十分なまま逮捕され、不当な裁判を受け、その結果死刑となった事件です。事件が起

きた熊本県北部を意味する「菊池」を用いて「菊池事件」と呼んでいます。 

F さんはハンセン病の国立療養所『 菊池恵楓園内に設置された、非公開の「特別法廷」と

いう憲法に反する裁判で裁かれ、弁護人の活動もほとんどない中で最終的に死刑の判決が

下されました。Ｆさんは控訴、上告したものの判決は変わらず、1962 年 9 月 14 日、死刑

が執行されてしまいました。 

 

今回のシンポジウムでは映画『 新 あつい壁』の鑑賞と、現在も再審請求を続けておられ

る国宗弁護士よりお話を伺い、またハンセン病回復者の宮里さんの歌を通して、菊池事件

がいかに人権を侵害する事件であったか、いかにハンセン病問題に貫かれた冤罪事件であ

ったのかということを確認し、ハンセン病差別という問題を改めて皆さんとともに考えて

みたいと思います。 

2023 年９月 

ハンセン病問題ふるさとネットワーク富山 


